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研究成果の概要 

 本研究では、大きな構造変化と高い熱安定性を両立した分子スイッチのヒンダードスティッフスチ

ルベン（HSS）を用いて、高分子のバルク、室温でのガラス状態↔液体の光変換と水素結合の形成

↔解離の光変換を実現し、その相乗効果で接着強度が大きく可逆的に変化して、接着↔脱着を

光制御できる高分子のみからなる接着剤の開発を目的としている。 

2023 年度は、2022 年度に合成した HSS を側鎖に有し、HSS の光異性化によりガラス転移温度

（Tg）が室温を越えて変化する高分子を接着剤として、疎水性の単分子膜を表面修飾したガラス基

板を被着材として用いたラップシェア試験を行い、ガラス状態→液体の光変換により接着強度が低

下するというコンセプトの実証に成功した。一方、Tg と接着強度の変化は小さく、後者は光不可逆

であった。また、2022年度に見出したHSSを側鎖に有する高分子の結晶性（固体）→アモルファス

（液体）の光変換の不可逆性を改善するため、低分子 HSS において固体↔液体の光転移現象の

理解を深めた。具体的には、長さの異なるアルキル鎖を対称および非対称に修飾した低分子 HSS

を 11 種 22 異性体合成し、示差走査熱量（DSC）測定から融点（Tm）と Tgを算出した。中鎖を対称

に修飾した場合、Z体が固体、E体が液体であったが、短鎖〜中鎖を非対称に修飾した場合、E体

が固体、Z体が液体と逆の傾向が見られた。単結晶構造解析から、E体よりも Z体の方が結晶性は

高い一方、Z 体は非対称修飾によりアルキル鎖の結晶性を阻害することがわかり、置換基により転

移方向の制御が可能なことを見出した。また、一部の低分子 HSS において固体↔液体の可逆的

な光転移を確認した。 
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